






屈曲が、児童の気分と注意の集中にどのような影響を及ぼすかを調べたものである。26 名の小学 5 年
生男女児童を参加者として、座位姿勢と背筋条件の組み合わせからなる 4 つの姿勢条件のもとで、二












た姿勢、さらに顔を上、正面、下に向けた 6 種類の姿勢をとらせ、そのときの気分を意味微分法（semantic 






































Mood Scale、以下 TDMS と称す）を用いた。上述したように鈴木・春木 5）の研究では、形容詞対に対
する評定から気分を測る SD 法が用いられたが、SD 法については、問われた情緒的意味が連想されに
くいという指摘や曖昧な概念の印象をもとにした評価であることから、具体的な気分の変化を説明しに






















要因計画は 2 × 2 × 2 の 3 要因混合計画。第 1 の要因は性差で男女の 2 水準からなる参加者間




























実験の風景は図 3 に示した通りである。1 試 行は、①課題についての説明、②写真による座位姿勢






実験に当たっては 28 名の児童を 10 名もしくは 8 名からなる 3 つの組に分け、各組 1 日 2 姿勢の
割合で 2 日間、計 4 試行行わせた。ただし 4 つの姿勢の実施順序はランダムとした。また百マス計
算の出題内容についても 4 つの姿勢間でランダムとした。なお試行間には 3 分の休憩を挿入した。
2．4　依存変数
（1）気分の測定
気分の測定には、坂入ほか 11）の二次元気分尺度（Two-Dimensional Mood Scale、TDMS）を使用した。
TDMS は、気分の自己評価を通して、後述する「活性度」「安定度」「快適度」「覚醒度」を測る検査で、





①活性度（得点範囲＋ 10 ～－ 10 点）
快適な興奮と不快な沈静を両極とする心理状態（アクティベーション）の水準。＋得点は生き生きと
して活力がある状態、－得点はだるくて元気が出ない状態を示す。
②安定度（得点範囲＋ 10 ～－ 10 点）
快適な沈静と不快な興奮を両極とする心理状態（リラクセーション）の水準。＋得点はゆったりと落
ち着いた状態、－得点はイライラして緊張した状態を示す。
③快適度（得点範囲＋ 20 ～－ 20 点）
快と不快を両極とする心理状態の総合的な快適水準。＋得点は快適でポジティブな気分の状態、－得
点は不快でネガティブな気分の状態を示す。














統計的分析には TDMS の 4 因子それぞれの得点と百マス計算の総回答数、正答数について、性差




表 1 は「活性度」「安定度」「快適度」「覚醒度」「活性度」の 4 因子における各姿勢条件の得点の平
均と標準偏差を示したものである。また図 4 から図 7 は因子ごとの各条件の平均を図示したものであ
る。なお、これらの図は後述するように性差の主効果が有意でなかったため男女の得点を込みにしたも
のである。
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